
 

 

第３回 奥州弥生賞（準重賞） 
水沢競馬場３歳・ダート１４００ｍ  

３月 10 日（日） １８：００発走 

第１回奥州弥生賞は２０１７年に重賞で実施。圧倒的１番人気に支持されたベンテンコゾウが圧

勝し、その後は北海道三冠へ挑戦。北斗盃、北海優駿の二冠を獲得しました。２回目は２０２０

年、今回と同じく準重賞で行われ、フレッチャビアンカが完勝。さらに東北優駿、不来方賞と当

時の岩手二冠を制し、ダービーグランプリも優勝。年度代表馬にも選ばれました。今回は４年ぶ

り３度目の奥州弥生賞ですが、過去の優勝馬からも出世レースになる可能性を秘めています。 

【注目馬情報】 

★レッドオパール 牝３歳 菅原勲きゅう舎・水沢 

門別４戦１勝２着１回から転入。あっさり２連勝を飾り、重賞・寒菊賞も完勝しました。この勝利で重賞・金杯

の優先出走権を獲得しましたが、無理をせずにスキップしたのは将来を考えての選択でした。母は中央未勝利から

岩手入りして７勝をマークしたアイアムオパール。馴染みの血統馬が好発進を決めるか、注目が集まります。 

★セイバイラック 牝３歳 板垣吉則きゅう舎・水沢 

デビュー４戦は芝１本のローテーションで２着２回。５戦目も当初予定では芝でしたが、走路悪化のためにダー

ト変更。結果、功を奏して８馬身差で圧勝し、以降はダート路線へシフト。牝馬交流・プリンセスカップ４着、重

賞・寒菊賞２着、重賞・金杯２着と抜群の安定感を誇っています。課題は最後の詰めですが、ひと冬を越して一皮

むけるか。 

★ビッグサララルーフ 牝３歳 伊藤和きゅう舎・水沢 

メンバー最多タイの３勝をマーク。牝馬特有のシャープな切れが武器です。成績が安定しないのはスタートで後

手を踏むからですが、ペースが速くなれば一気に突き抜けるシーンまで考えられます。 

★ロイエ 牝３歳 永田幸宏きゅう舎・盛岡 

昨年 1 勝２着 2 回。オープン入り後は頭打ちのレースが続きましたが、冬場は遠野馬の里へ移動。坂路で鍛え直

して帰厩しました。今回が正念場と言えそうですが、仮に通用すれば今後も楽しみな存在となります。 

★オフビート 牝３歳 齋藤雄一きゅう舎・盛岡 

盛岡ダート１０００ｍで行われた 2 歳新馬戦を逃げ切り、幸先のいいスタートを切りました。その後は伸び悩ん

でいましたが、秋以降は 2 着 2 回に反撃。レースに集中できれば地力互角と見ていいでしょう。 
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